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堀川1000人調査隊2010事務局
平成24年9月22日

撮影:御用水跡街園愛護会調査隊
鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
事務局

堀川1000人調査隊2010

第11回調査隊会議

堀川1000人調査隊2010

～堀川社会実験～
1.目的
堀川浄化のため、木曽川の清らかな水を堀川へ流し、その浄化

効果を市民とともに検証する。
(1)新規浄化施策への展開
(2)生態系への影響の把握
(3)市民の浄化活動の継続と盛り上げ
(4)流域全体の浄化意識向上への展開

2.水源及び導水量
(1)水 源 一級河川木曽川水系木曽川
(2)導水量 毎秒0.4立方メートルを上限

3.実施期間
(1)実験期間:概ね5年間（平成19年4月から平成24年3月まで）

(導水終了後の事後調査、評価期間を含める)
(2)導水期間:平成19年4月22日から平成22年3月22日

の3年間

堀川1000人調査隊2010結成
（平成１９年４月２２日）

導水による浄化効果を市民の視点と感覚
で調査を開始

■市民の視点と感覚
・汚れ ・透明感 ・色 ・あわ ・臭い
・ごみ ・生き物など■ 庄内川からの導水の増量実験（追加実験）

1.水源及び導水量
(1)水 源 一級河川庄内川水系庄内川
(2)導水量 毎秒0.4立方メートルを上限に増量

(総導水量：毎秒0.7立方メートルを上限)

2.増量期間
(1)実験期間：平成22年10月1日から平成22年12月31日
(2)増量期間：平成22年10月5日から平成22年11月 2日
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第１回なごや環境活動賞 平成24年2月
環境首都づくり貢献部門 優秀賞



堀川浄化の社会実験
５箇年のとりまとめ

■ 木曽川からの導水中の調査
平成19年4月～平成22年3月

■ 木曽川からの導水停止後の調査
平成22年4月～平成24年3月
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堀川1000人調査隊2010

平成19年4月結成

■定点観測隊

堀川浄化の社会実験の効果を調査

■自由研究隊

自由なテーマで堀川を研究

■堀川応援隊

堀川の浄化を応援

■ 猿投橋～松重橋間で浄化の効果を確認

■ 堀川の浄化と再生を願う市民のネットワークが拡大

■ 清掃活動が活発化するなど市民の浄化意識が向上

■ 第１０回調査隊会議での決議
①堀川にはまだまだ時間をかけて調査を
続けなければわからないことがある

堀川の調査を継続し、堀川の実態解明、
汚濁の原因をデータで特定する必要がある。
それによって、対策をたて、処方箋を描く。

そして、官と民が力をあわせて、堀川の浄
化・再生をめざし、それぞれができることを
継続する。

②市民としてできることがある

・木曽川導水の復活を目指し、堀川を愛
する人の輪をさらに広げる。

・木曽川、長良川、揖斐川など、流域の
人たちと市民レベルの交流を広げる。

・雨の日の生活排水に気をつける運動や、
使用済みマスクなどを使った家庭排水か
らの汚濁負荷を削減する実験を行い、そ
の効果を確認して実行する。

市民の視点
と感覚

木曽川からきれいな水を導水

平成19年4月22日から３箇年（平成22年3月22日停止）

堀川浄化の社会実験

定点観測の方法

撮影:新晃調査隊

透視度の測定 ＣＯＤの測定

撮影:御用水跡街園愛護会調査隊 撮影:御用水跡街園愛護会調査隊

Chemical Oxygen Demand。化学的
酸素要求量。主に海域・湖沼における
有機物等による水質汚濁の程度を示
す項目。水中の有機物と反応（酸化）
させた時に消費する酸素の量をいう。
数値が高いほど汚濁の程度が高い。

透視度計
１００ｃｍ

ＣＯＤパックテスト

ゆりの会調査隊

・水の汚れの印象は？
・水の透明感は？

・水の色は？
・あわは？
・臭いは？
・ごみは？

・生き物たちは？
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調査隊の登録状況

(平成１９年３月２６日受付開始)

発足時
平成19年4月22日

現 在
平成24年9月22日現在

定点観測隊 55隊

497人

91隊

906人

自由研究隊 22隊

234人

40隊

650人

応援隊 88隊

1,531人

2,457隊

44,029人

計 165隊

2,262人

2,588隊

45,585人
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堀川の浄化と再生を願う市民のネットワークが大
きく広がりました。

調査隊の登録状況

平成24年9月22日現在 6



報告数

第１ステージ 春～初夏/平成19年4月22日～6月30日 258

中間 平成19年7月1日～9月7日 134

第２ステージ 秋～初冬/平成19年9月8日～12月16日 383

中間 平成19年12月17日～平成20年3月31日 103

第３ステージ 春～初夏/平成20年4月1日～6月30日 245

中間 平成20年7月1日～9月27日 64

第４ステージ 秋～初冬/平成20年9月28日～12月16日 152

中間 平成20年12月17日～平成21年3月31日 100

第５ステージ 春～初夏/平成21年4月1日～6月30日 145

中間 平成21年7月1日～9月26日 54

第６ステージ 秋～初冬/平成21年9月27日～12月16日 120

中間 平成21年12月17日～平成22年3月31日 81

第７ステージ 春～初夏/平成22年4月1日～6月30日 111

中間 平成22年7月1日～9月11日 44

第８ステージ 秋～初冬/平成22年9月12日～12月17日 104

中間 平成22年12月18日～平成23年3月31日 72

第９ステージ 春～初夏/平成23年4月1日～6月30日 112

中間 平成23年7月1日～9月10日 42

第１０ステージ 秋～初冬/平成23年9月11日～12月16日 133

中間 平成23年12月17日～平成24年3月31日 77

第１１ステージ 春～初夏/平成24年4月1日～6月30日 148

2,682

木曽川からの
導水期間

調査期間

導水停止後

計

調査期間・調査結果の報告数
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水処理
センター

庄内川

伊
勢
湾

名
古
屋
港

▼満潮

▼干潮

潮の干満によって水位、流れの向き・速さが変化します

気温、降水量、日照時間等の変化

地下水等

水の汚れの主な原因は家庭や工場や店舗などからの排水です

汚れた水は水処理センターで処理されてから放流されています

私たちが使っている水の水源は木曽川です

赤潮や青潮のように
なる時がありました
名古屋港や堀川の下
流域では植物プラン
クトンなどが増殖と死
滅を繰り返すことで水
域がさらに汚れるとい
われています

植物プランクト
ンの繁殖のもと
（窒素やリン）は、
家庭や工場や店
舗などの排水に
含まれています

たくさん雨が降ると汚れた水がそのまま
放流されることもあります

堀川の水環境

潮の干満の差が２ｍ以上の時もあります

流域面積：51.9km2

延 長：16.2km

猿投橋 元杁樋門
防潮水門

ヘドロが浮かび上がったり、
巻き上がったりする時があ
りました

巻きあげ

堀川

赤潮の状況 青潮の状況

ヘドロ浮上の状況 ヘドロ巻上げの状況

清水わくわく水

暫定：0.3m3/s
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～コラム～ 堀川の浄化・再生をめざして
堀川１０００人調査隊２０１０は、堀川の浄化と再生を願う市民の活動の場（定点観測

隊、自由研究隊、応援隊）として、平成１９年４月２２日に発足しました。

定点観測隊は、木曽川からの導水による堀川の浄化効果の確認と水質の実態及び汚

濁の原因の解明をめざして、市民の視点と感覚で調べています。自由研究隊は、堀川を

自由な視点で研究をしています。応援隊は、自由なスタイルで堀川の浄化・再生を応援し

ています。そして、この３つの活動が堀川の浄化と再生を願い、大きなネットワークの中で

お互いに手をつないで活動をしています。

現在の調査隊の登録状況（平成２４年９月２２日現在）は、定点観測隊が９１隊、自由

研究隊が４０隊、応援隊が２,４５７隊の計２,５８８隊、４５,５８５人です。発足時が１６５隊、

２,２６２人でしたので、堀川の浄化と再生を願う市民のネットワークが大きく広がったこと

がわかります。

定点観測隊の活動の状況について説明します。定点観測隊は、第１１ステージ終了まで

の間に２,６８２回の観測を実施しました。これまでの調査で、堀川の猿投橋から下流区間

（感潮区間）は、潮の干満によって、水域の様子が時々刻々と変化していることがわかって

きました。また、定点観測隊がたくさんの観測（いろいろな場所、潮の状態、時間帯に観

測）をすることで、市民の視点と感覚で堀川の水質の平均的な状態をとらえられることが

でき、その変化の傾向がとらえられることがわかりました。そして、堀川浄化の社会実験の

５箇年では、木曽川からの導水による水質改善の範囲が概ね“猿投橋～松重橋”間で

あったことを確認しました。また、この活動の期間にごみ（人工ごみ：プラスチック系など）が

減少したことを確認しました。清掃活動が活発化するなど、市民の意識が変化してきたも

のと考えられます。

（堀川浄化の社会実験 ５箇年のとりまとめ）

■猿投橋～松重橋間で木曽川からの導水による浄化の効果を確認

■堀川の浄化と再生を願う市民のネットワークが拡大

■清掃活動が活発化するなど市民の浄化意識が向上 9
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木曽川からの導水が停止（平成22年3月）した後は、新たに名城水処理センターに高度

処理が導入（平成22年5月）され、堀川右岸雨水滞水池が供用を開始（平成22年9月）しま

した。また、守山水処理センターの下水再生水（高度処理水：膜ろ過）を活用した堀川への

通水が開始（平成23年8月）されました。この下水再生水の水量は、日最大4,000ｍ3（毎

秒0.046ｍ3）で、非灌漑期の11月から3月の間には水がなくなる庄内用水路に通水され、

堀川への通水は4月から10月の間に行われています。

堀川の水質は、木曽川からの導水が停止した直後の第７ステージ（平成22年4月～6月）

に悪化しましたが、その後は改善の傾向が見られました。これは新たな水質改善施策が実

施されたことによる効果と考えられます。

さらに第１１ステージでは堀川の水質の実態及び汚濁の原因の解明するために、平成２４

年５月２１日の金環日食にあわせて、大潮時の一斉調査を行いました。この結果、堀川では

名古屋港の潮位に連動して流れの向きが変化し、大潮時には城北橋でも上流向きの流れ

が発生していることを確認しました。また、大潮の上げ潮時には、塩水が強い流れになって

上流に押し上げられ、潮の先端部分で塩水の塊と淡水の塊が正面衝突して、せめぎあいを

している部分が潮目の状態になることを錦橋と納屋橋で確認しました。さらに中・下流域

（錦橋～紀左ヱ門橋間）では、上げ潮時に赤潮の状態（植物プランクトンが多い状態）であっ

たことを確認しました。

そして、今回の一斉調査の結果と今までの調査隊活動で得られたデータと知見をもとに、

堀川における赤潮と青潮の発生メカニズムと堀川で貧酸素水塊が形成されるときの状況に

ついて、その一端を紐解きましました。



名古屋地方気象台　 平年値(月ごとの値) 
降水量 日照時間
(mm) (時間)
合計 平均 最高 最低 合計

1971    1971    1971    1971    1971   

～2000 ～2000 ～2000 ～2000 ～2000

資料年数 30 30 30 30 30
4月 143.3 14.1 19.5 9.2 188.4
5月 155.7 18.5 23.7 14.0 199.6
6月 201.5 22.3 26.7 18.7 145.2
平均 166.8 18.3 23.3 14.0 177.7
9月 249.8 23.4 28.0 20.0 141.9
10月 116.9 17.6 22.4 13.5 165.6
11月 79.5 11.9 16.7 7.6 159.7
12月 36.8 6.7 11.4 2.6 169.7
平均 120.8 14.9 19.6 10.9 159.2

区分
気温
(℃)

統計期間

気象の状況
資料：気象庁_気象統計情報 名古屋地方気象台
http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html
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第11ステージの４月と６月の気象は、概ね平年
程度でした。５月は好天が続き、気温がやや高く、
日照時間が長く、降水量が少ない状況でした。

■気温
・第11ステージの気温は、５月に平年値よりやや高く、４
月と６月は平年値程度でした。

■降水量
・第11ステージの降水量は、５月に平年値の１/３程度と
極めて少なく、４月と６月は平年値程度でした。

■日照時間
・第11ステージの日照時間は、５月に平年値よりも長く、
４月と６月は平年値よりやや短かったです。

気温
18.6℃～19.5℃（平均18.9℃）

気象の状況 資料：気象庁_気象統計情報 名古屋地方気象台
http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html

降水量
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日照時間

123mm～213mm（平均177mm）

173時間～209時間（平均187時間）



主な水質改善施策の実施状況
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堀川右岸雨水滞水池
貯留量 13,000m3

対象面積 633ha
供用開始 平成22年9月

名城水処理センター・高度処理
処理方法 標準活性汚泥法＋急速ろ過
供用開始 平成22年5月

合流式下水道の改善
貯留施設の整備

木曽川からの導水が停止した後に新たに稼動した施設

■合流式下水道の改善
汚濁負荷の高い初期雨水を一時的に貯留し

て流出を抑制、雨水吐の越流頻度を低減して
います。

■処理水質の向上
名城水処理センターの処理水を更にろ過して、

堀川に放流する水質を向上しています。

1st. 3st. 5st. 7st. 9st. 11st.

2st. 4st. 6st. 8st. 10st.

木曽川からの導水(0.4m
3
/s)

庄内川からの導水の増量(＋0.4m
3
/s)

名城水処理センター高度処理の導入

堀川右岸雨水滞水池の供用

守山水処理センターの下水再生水

の活用(0.046m
3
/s)

平成24年度平成20年度平成19年度

実施施策

平成23年度平成22年度平成21年度

資料：第１０回 堀川１０００人調査隊会議

木曽川からの導水が停止した後に新たに稼動した施設
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通水開始 平成23年8月



第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ： 木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし
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“きれい”～“どちらともいえない”*の割合

データ数が少ない

31回の調査のうち25回の調査が6月27日(木津根橋)に
実施された。その時は“ややきたない”が多かった。注）％値：①きれい＋②ややれい＋③どちらともいえない

データ数が少ない

データ数が少ない

第７～10ステージはデータなし

31 41 15 2 8 53747 42 11 30 1712 2114 2 13 446103 82 28 3716調査数 3   2   5  2   2  1   0  0  0 0  2 25 6 24 315 35 33 9 29 25 30 21 25 5 16 825 22 9 20 535 43 12 23 9

■ 水の汚れの印象はどのように変化したのか？
→「春～初夏(第1,3,5,7,9,11ステージ)」が「秋～初冬(第2,4,6,8,10ステージ)より“きれい”～“どちらともいえない”の割合が少
ない。“きれい”～“どちらともいえない”の割合が少ないのは、城北橋～松重橋間でした。城北橋～松重橋間は、水の汚れの印
象が他の区間よりも悪いようです。 ＊“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理をしました。

“きれい”～“どちらともいえない”の割合
が少ないのは、城北橋～松重橋間で
あり、同区間の水の汚れの印象が悪い

927144327

１．水の汚れの印象について

第１・３・５ステージ ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７・９・11ステージ： 木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

水の汚れの印象・・・春～初夏
“きれい”～“どちらともいえない”*の割合
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■ 導水停止後の水の汚れの印象（春～初夏）はどのように変化したのか？
→導水停止後の第７ステージは、水の汚れの印象が悪化（“きれい”～“どちらともいえない”の割合が減少）しました。し
かし、その後の水の汚れの印象は改善の傾向が見られます。これは新たな水質改善施策が実施されたことによる効
果と考えられます。 ＊“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理をしました。

木曽川からの導水

名城水処理センター_高度処理の導入

堀川右岸雨水滞水池の供用

注）データ数が少ない港新橋～大瀬子橋、猿投橋～栄橋の区間は除く

導水中
猿投橋～松重橋間で改善 導水停止後

悪化

新たな水質改善施策の実施
により改善の傾向

守山水処理センターの下水再生水の活用



水の汚れの印象の評価 猿投橋～港新橋間
第１ステージ ： 調査項目なし
第２～６ステージ： 木曽川からの導水あり

前日・当日の降雨なし
第７～１1ステージ：木曽川からの導水なし

前日・当日の降雨なし

調査数 104 調査数 127 調査数 21 調査数 77 調査数 36 調査数 75

５割～７割が“色”で評価調査項目なし

調査数 36 

“ややきたない”～“きたない”と評価したときに着目した項目

■ “ややきたない”～“きたない”
の時の評価は？

→５割～７割が“色”で評価
されていました。

注）0％の項目は表示していません。

調査項目なし

調査数 91 調査数 47 調査数 31 調査数 33 調査数 27 調査数 9 調査数 31

“きれい”～“どちらともいえない”と評価したときに着目した項目

■ “きれい”～“どちらともいえない”
の時の評価は？

→第10ステージまでは４割～６割が
“透明感”で評価されていましたが、第
11ステージでは透明感の評価が減少
し、色での評価が７割に増加しました。

導水期間

第1～10ステージは
４割～６割が“透明感”で評価

導水期間

調査数 14

調査数 61 17

調査数 49

調査数 63

調査数 27

調査数 86

第11ステージは
７割が“色”で評価
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調査数146

城北橋～猿投橋

調査数25

前日に降雨あり・なし・・・春～初夏
水の汚れの印象 猿投橋～港新橋間

第３・５・７・９・１１ステージ 木曽川導水あり・なし全て含む 前日降雨あり・当日降雨なし

港新橋 大瀬子橋 松重橋 朝日橋 城北橋 猿投橋

名城水処理C

木曽川からの導水新堀川合流

データ数が少ない

降雨があると“透明感”と
“におい” の評価が増加

降雨があると“透明感”の評価が増加

■ 前日に降雨があった場合、水の汚れの印象（春～初夏）はどのように変化したのか？
→前日に降雨があった場合は、猿投橋～城北橋間で“透明感”の評価が増加しました。朝日橋～松
重橋間では“におい” の評価が増加しました。松重橋～大瀬子橋間では“透明感”と “におい”の評
価が増加しました。 18

増加増加
増加

第３・５ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７・９・１1ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

降雨があると“におい”
の評価が増加

データ数が少ない



２． 透視度について

19

撮影:新晃調査隊

透視度の測定

撮影:御用水跡街園愛護会調査隊撮影：事務局

透視度の変化

注）100cm以上の値は100cmとして平均した。

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

20

3 41 13 2 813 35 32 8 269 16 9 11133 22 7455 1811 30 33 9 293 2 5 2 2 1 25 29 3 17 3 520616300 0 21 5 16 80 24 8 20 51222 22 20 40 23 90

データ数が少ない

データ数が少ない

データ数が少ない

第７～10ステージはデータなし

■ 透視度はどのように変化したのか？
→ 「春～初夏(第1,3,5,7,9,11ステージ)」が「秋～初冬(第2,4,6,8,10ステージ)より低い値でした。

特に城北橋～朝日橋間の透視度が低いようです。
＊“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理をしました。

特に城北橋～朝日橋間の
透視度が低い

2 26 41 14 26 9



透視度の変化・・・春～初夏
第１・３・５ステージ ：木曽川からの導水あり

前日・当日の降雨なし
第７・９・11ステージ：木曽川からの導水なし

前日・当日の降雨なし

注）100cm以上の値は100cmとして平均した。
21

木曽川からの導水

名城水処理センター_高度処理の導入

堀川右岸雨水滞水池の供用

注）データ数が少ない港新橋～大瀬子橋、猿投橋～栄橋の区間は除く

■ 導水停止後の水の汚れの印象（春～初夏）はどのように変化したのか？
→導水停止直後の第７ステージは、透視度が悪化しました。しかし、その後の透視度は改善の傾向が見られました。こ
れは新たな水質改善施策が実施されたことによる効果と考えられます。

導水中
猿投橋～松重橋間で改善

導水停止後
悪化

新たな水質改善施策の実施
により改善の傾向

守山水処理センターの下水再生水の活用

調査数 14 157 45 5 302 29 203 61 145

降雨なし・ありの比較・・・春～初夏
透視度平均 猿投橋～港新橋間

第１・３・５・７・９・１１ステージ 木曽川導水あり・なし全て含む 前日降雨あり・当日降雨なし

■ 降雨があった場合、透視度（春～初夏）はどのように変化したのか？
→雨が降ると透視度が低くなりました。特に朝日橋～松重橋間で透視度が低くなりました。

注）100cm以上の値は100cmとして平均した。

雨が降ると透視度が低くなる

22
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市民の許容範囲
70cm以上

9cm 13cm

10cmデータ数が少ない



３． ＣＯＤについて

Chemical Oxygen Demand。化学的酸素要求量。主に海域・湖沼における有機物
等による水質汚濁の程度を示す項目。水中の有機物と反応（酸化）させた時に消
費する酸素の量をいう。数値が高いほど汚濁の程度が高い。

ＣＯＤパックテスト

撮影：御用水跡街園愛護会調査隊、事務局

23

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

ＣＯＤの変化

24

データ数が

少ない

4 9 13 2 8調査数 31 37 4110 3012 17 14 2 1227 63 55 192814 34 32 9 283 2 5 2 2 1 22 16 4 17 3 520622300 0 17 25 5 16 80 24 22 9 20 5

データ

なし

データ数が少ない

データ数が少ない

0 35 43 12 23 9

■ ＣＯＤはどのように変化したのか？
→ 「春～初夏(第1,3,5,7,9,11ステージ)」が「秋～初冬(第2,4,6,8,10ステージ)より高い値でした。

猿投橋～松重橋間よりも松重橋～港新橋間のＣＯＤが低い値でした。

注）20mg/L以上の値は20mg/Lとして平均した。

猿投橋～松重橋間よりも
松重橋～港新橋間のＣＯＤが低い

2 26 42 14 23 9



第１・３・５ステージ ：木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７・９・11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

25

ＣＯＤの変化・・・春～初夏

■ 導水停止後のＣＯＤ（春～初夏）はどのように変化したのか？
→導水停止後のＣＯＤに顕著な変化は確認されませんでした。

木曽川からの導水

名城水処理センター_高度処理の導入

堀川右岸雨水滞水池の供用

注）データ数が少ない港新橋～大瀬子橋、猿投橋～栄橋の区間は除く

導水中
猿投橋～松重橋間で改善

導水停止後に顕著な変化は確認されない
守山水処理センターの下水再生水の活用

前日に降雨あり・・・春～初夏
ＣＯＤ平均 猿投橋～港新橋間

第１・３・５・７・９・１１ステージ 木曽川導水あり・なし全て含む 前日降雨あり・当日降雨なし

注）0％の項目は表示していません。

調査数 14 159 215 72 1902 29 49 6 36

■ 前日に降雨があった場合、ＣＯＤ（春～初夏）はどのように変化したのか？
→降雨によるＣＯＤの顕著な変化は確認できませんでした。

26
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データ数が少ない



４． あわについて

27錦橋付近 川底からのあわといっしょにヘドロが浮上 錦橋付近 川底からあわがたくさん浮上

黒川樋門 落差

猿投橋・落差
あわの発生が多い状況

猿投橋・落差
あわの発生が少ない状況

上流区間
あわの原因物質は、洗剤、微生物や落

葉などからの粘性物質などが考えられます。

中・下流区間のあわ
あわの原因物質は、主に洗剤、微生物や落葉などからの粘性物質、底泥の

嫌気分解にともなう硫化水素やメタン（気体）などが考えられます。

撮影:事務局
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調査数108 調査数208 調査数172 調査数49 調査数99 調査数60 調査数81 調査数63 調査数70 調査数108 調査数102

あわの発生状況

データ数が少ない

■ あわはどのように変化した
のか？
→「春～初夏(第1,3,5,7,9,11
ステージ)」が「秋～初冬(第
2,4,6,8,10ステージ)よりあわ
の発生頻度が多い。
導水中に発生頻度が減少し

ました。
導水停止直後の第７ステー

ジは、あわが増加（悪化）しま
した。しかし、その後のあわは
減少（改善）の傾向がみられま
した。これは新たな水質改善
施策が実施されたことによる
効果と考えられます。

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導水中

導水中

28

導水停止後
増加（悪化）

名城水処理センター_高度処理の導入

堀川右岸雨水滞水池の供用

守山水処理センターの下水再生水の活用
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大瀬子橋～港新橋

調査数3 調査数2 調査数5 調査数2 調査数2 調査数1 調査数0 調査数0 調査数0 調査数0 調査数2

データ数が少ない

データ数が少ない

あわの発生状況(猿投橋～港新橋間・区間別)

データ数が少ない

データ数

が少ない

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導水中 導水中

導水中 導水中

導水中
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データなし

■ 川底からのあわが多い区間は？
→朝日橋～松重橋間は、他の区間よりも“川底からの
あわ”の割合が多く見られました。

朝日橋～松重橋間は、他の区間よりも“川底からのあわ”の割合が多い
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第１・３・５・７・９・１１ステージ 降雨なし 導水あり・なし全て

川底からのあわの縦断的な変化・・・春～初夏

＊：調査数が10件以下の地点
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川底からのあわの構成比（％）＝あわが川底から浮いていた調査日数／全調査日数×100

北清水親水広場

納屋橋

錦橋

巾下橋

朝日橋

川底からのあわが多い地点（春～初夏）は、北清水橋、
巾下橋、錦橋、納屋橋でした。
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調査数109 調査数212 調査数176 調査数63調査数111調査数52 調査数84 調査数67 調査数75 調査数113 調査数110

においの発生状況(区間別)

（参考）悪臭防止法
事業場敷地境界線における規制基準値は、六段階臭気強度

表示法の臭気強度2.5から3.5に対応する特定悪臭物質の濃度
として定められています。

臭気強度 においの程度

0 無臭

1 やっと感知できるにおい

2 何のにおいか判る弱いにおい

3 楽に感知できるにおい

4 強いにおい

5 強烈なにおい

“やや臭う”を市民の許容範囲とした場合

データ数が少ない

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

■ においはどのように変化したの
か？
→「春～初夏(第1,3,5,7,9ステージ)」
が「秋～初冬(第2,4,6,8,10ステージ)
より”ひどく臭う～臭う”が多い。
導水中に”ひどく臭う～臭う” が減

少しました。
導水停止直後の第７ステージは、

”ひどく臭う～臭う”が増加（悪化）しま
した。しかし、その後のにおいは減少
（改善）の傾向が見られました。これは
新たな水質改善施策が実施されたこ
とによる効果と考えられます。

導水期間

導水期間
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導水停止後
増加（悪化）

名城水処理センター_高度処理の導入

堀川右岸雨水滞水池の供用

新たな水質改善施策の実施
により減少（改善）の傾向

５． においについて

守山水処理センターの下水再生水の活用
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においの発生状況(猿投橋～港新橋間)

データ数が少ない

データ数が少ない

■ においが多い区間は？
→朝日橋～大瀬子橋間は、他の区間よりも
“ひどく臭う～臭う”の割合が多い。

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導水期間 導水期間

導水期間導水期間

導水期間

データ数が少ない
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データなし

データ数が少ない
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におう

ややひどくにおう

ひどくにおう

＊：調査数が10件以下の地点

第１・３・５・７・９・１１ステージ 降雨なし 導水あり・なし全て

“ひどくにおう”～“におう”の割合
“ひどくにおう”～“におう”の構成比（％）
＝“ひどくにおう”～“におう”の調査日数／全調査日数×100

納屋橋

錦橋

においの縦断的な変化・・・春～初夏

北清水親水広場

尾頭橋 大潮
強烈な卵の腐臭がした時の様子

五条橋 ヘドロが露出している様子
撮影：名工大河川調査隊

■名工大河川調査隊のレポート（抜粋）
平成21年5月26日 大潮 五条橋・中橋で観測
水位が高いうちは水に透明感があり、導水の効果を感じるこ

とができました。しかし、水位が下がってくると．一気に水が黒く
なり、ＳＳ濃度も一気に上がり、側岸部に黒いものがわいてくる
ように現れてきました。臭いも激しくなりました。
全面ヘドロで覆われているという状態ではなく、これでも改善

されているのかもしれませんが、かなり見た目が悪く、臭いも発
生しています。黒いものが水の中へ墨絵のように流出している
様子も見えました。

33

巾下橋

朝日橋瓶屋橋

中流域で“ひどくにおう”～“におう”が多
い地点は、“川底からのあわ”の発生が確
認されている地点と概ね合致しています。
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においの種類(区間別)

注）0％の項目は表示していません。

調査項目なし

調査項目なし

データ数が少ない

■導水停止後の臭いの種類はどの
ように変化したのか？

→猿投橋～港新橋間は、導水停止
後に“どぶの臭い”が減り、“ヘドロ
の臭い”が増えました。

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導水期間

導水期間
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■ においの発生状況は？
→猿投橋～港新橋間は“どぶの臭
い”と“ヘドロの臭い”が約８割をし
めています。

“どぶの臭い”＋“ヘドロの臭い”が約８割

導水停止後

“どぶの臭い”が減少、
“ヘドロの臭い”が増加



６． 色について
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⑤緑色 ⑧淡灰黄緑色⑦黄灰色

⑩灰緑色 ⑪濃灰色⑨灰黄緑色

平成21年７月２２日 大潮 日食 午後７時頃（満潮時間帯）
錦橋(下流向き：納屋橋方向) 
上流側は灰黄緑色の水、下流側は少し青みがかった灰色の水だった。
灰色の水があるあたりは、卵の腐った強烈な臭いがたちこめていた。そし
て、ボラの幼魚が苦しそうに鼻上げ状態、アメリカザリガニが水際まで上
がっていた。

撮影：かわせみ調査隊

この色の時には、「卵の腐った臭い（硫化水素
臭）がする。」「魚が苦しそうにしている。」など
の報告もありました。この色は大潮の時より、
中潮から小潮の間に多く見られます。

錦橋で撮影されたものです。

平成24年6月1日 赤潮

出現した色の構成比
猿投橋～港新橋間

■水の色は？

→多く出現した色は、「⑧淡灰黄緑色」、「⑨灰黄緑色」、「⑩灰緑色」でした。

第11ステージは「⑮緑褐色」がやや多くなりました。水中の植物プランクトンが多
かったものと考えられます。

色は、第２ステージから調査項目に加わりました。

多く出現した色：⑧淡灰黄緑色、⑨灰黄緑色、⑩灰緑色

第２～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし
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⑧淡灰黄緑色36%

⑧淡灰黄緑色24%

⑧淡灰黄緑色26%

⑧淡灰黄緑色42%

⑨灰黄緑色31%

⑨灰黄緑色38%

⑨灰黄緑色8%

⑨灰黄緑色39%

⑨灰黄緑色26%

⑨灰黄緑色31%

⑨灰黄緑色22%

⑨灰黄緑色32%

⑨灰黄緑色20%

⑨灰黄緑色39%

⑩灰緑色22%

⑩灰緑色16%

⑩灰緑色15%

⑩灰緑色20%

⑩灰緑色6%

⑩灰緑色22%

⑩灰緑色19%

⑩灰緑色20%

⑩灰緑色15%

⑩灰緑色33%

⑪濃灰色
 5%

⑪濃灰色
6%

⑪濃灰色
 2%

⑪濃灰色
 6%

⑪濃灰色
13%

⑪濃灰色
4%

その他
10%

その他
10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第２ステージ

第３ステージ

第４ステージ

第５ステージ

第６ステージ

第７ステージ

第８ステージ

第９ステージ

第１０ステージ

第１１ステージ

調査数59

調査数81

調査数12

調査数53

調査数25

調査数43

調査数18

調査数32

調査数30

調査数48

“きたない”～“ややきたない”の時に出現した主な色

出現した主な色の構成比 猿投橋～港新橋

注）0％の項目は表示
していません。

第２～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導
水
期
間
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■ 水の汚れの印象を“き
たない”～“ややきたな
い”と評価した時の色
は？
→主に「⑤緑色」、「⑦黄灰
色」、「⑧淡灰黄緑色」、
「 ⑨灰黄緑色」、「⑩灰緑
色」、「⑪濃灰色」でした。

⑧淡灰黄緑色の時に腐卵
臭がする時があります。その
時は水域が青潮の状態に
なっている時です。

⑪濃灰色は主にヘドロが巻
きあがった時の色です。この
色は、主に春～初夏のス
テージで見られます。

ＭＥＭＯ
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路上ごみについて
路上ごみ(人工ごみ)の確認頻度の変化
（第２～第１１ステージ，全区間）

注）確認頻度(回/調査10回あたり)
＝確認回数／調査回数×10

＊確認頻度は、ごみの数ではありません。各調査で人工ごみ
を確認したら種類ごとに１回と数えました。

■路上ごみ（人工ごみ）を目にする頻度は？
路上ごみ（人工ごみ）は減少傾向です。清掃活動の活発化、レジ袋の有料化

などの社会的な環境の変化も影響しているのかもしれません。
目にする頻度が最も高いのは、タバコの吸殻です。

「レジ袋1.8」とは
10回調査に行くと「レジ袋」が1.8回（１00回
調査に行くと18回）落ちていたということを
示しています。

■人工ごみ？：プラスチック系(レジ袋、ビニール袋、カップめん容器、発ぽうスチロールトレイ、
ペットボトル、ごみ入りレジ袋など)、缶系、ビン系、タバコ系(包装、吸殻)

路上ごみは減少傾向

第２～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

18項目のごみの確認
頻度をステージごとに
単純集計
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７． ごみについて

42%

40%

43%

37%

32%

27%

24%

34%

33%

30%

10%

8%

9%

7%

9%

7%

7%

8%

8%

10%

2%

3%

2%

5%

22%

19%

27%

20%

16%

15%

18%

24%

18%

28%

27%

36%

48%

53%

38%

33%

37%

2%

2%

6%

1%

1%

1%

21%

20%

30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１ステージ

第２ステージ

第３ステージ

第４ステージ

第５ステージ

第６ステージ

第７ステージ

第８ステージ

第９ステージ

第１０ステージ

第１１ステージ

プラスチック系 缶系 ビン系 紙系 タバコ系

(調査なし)

(調査数255)

(調査数191)

(調査数54)

(調査数119)

(調査数66)

(調査数90)

(調査数75)

(調査数81)

(調査数122)

(調査数122)

路上ごみ（人工ごみ）の種類
（第２ステージ～第１１ステージ、区間別）

注）構成比率(%)＝種別の確認回数／全種の総確認回数×１００
木の葉、枝、草は含めていない

＊確認回数は、ごみの数ではありません。その調査で人工ごみを1つでも目にしたら１回と数えました。

■路上ごみ（人工ごみ）で多かったものは何？
→路上ごみはプラスチック系とタバコ系の割合が多かった。

プラスチック系は減少の傾向である。

■人工ごみ？
プラスチック系(レジ袋、ビ
ニール袋、カップめん容器、
発ぽうスチロールトレイ、
ペットボトル、ごみ入りレジ
袋など)、缶系、ビン系、タ
バコ系(包装、吸殻)

プラスチック系は減少の傾向

第２～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導
水
期
間
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タバコのポイ捨て
が目立ちます



浮遊物について
浮遊物(人工ごみ)の数の変化

注）調査１回あたりのごみの数＝種別に確認した人工ゴミの数／調査回数
＊人工ごみの数は、調査で確認されたごみの数です。

“多数（=***）”と報告されたものについては、人工ごみの報告値の
最大値相当の10を代入して計算しました。

■浮遊物（人工ごみ）は？
→路上ごみは減少の傾向ですが、浮遊ごみは減っていません。
浮遊ごみは船で定期的に清掃が行われていますが、堀川に落下したごみは潮の干満で感潮区間を

何度も行き来して、長い時間滞留しているためと考えられます。
浮遊ごみは特にプラスチック系が多くみられました。

調査回数
第１ステージ：145
第2ステージ：255
第3ステージ：191
第4ステージ：54
第5ステージ：119
第6ステージ：66
第７ステージ：90
第8ステージ：75

第9ステージ：81

第10ステージ：122

第11ステージ：122

■人工ごみ？
プラスチック系(レジ袋、ビニール袋、カップめん容器、発ぽうスチロールトレイ、
ペットボトル、ごみ入りレジ袋など)、缶系、ビン系、タバコ系(包装、吸殻)

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

プラスチック系が多い

各系の調査1回あたり
のごみの数をステージ
ごとに単純集計
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第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

清掃船

浮遊ごみは減っていない
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浮遊ごみに関する資料
水工学論文集,第52巻,2008年2月

堀川における浮遊ゴミの移動特性に関する研究

武田 誠、原田守博、冨永晃宏、石黒鐐三、近藤貴之、中島佳郎、吉田 均

（まとめ）
1) 堀川を浮遊しているゴミの中で自然ゴミが約7割を占め，下流

に行くほど人工ゴミが多い．また，自然ゴミは，枯れ木や草な
どの堀川の外部から流入するものが多い．

2) 日置橋直下の浮流ゴミは，下げ潮の場合側岸部を流下し，
特に右岸側を流れるゴミが多い．また，上げ潮の場合，川全
面を遡上する．

3) 日置橋で観測されたゴミの輸送には，その下流に位置する松
重閘門水域部が影響を与えており，下げ潮では，右岸側を流
れた浮遊ゴミが水域部へ入り，そこで集合して，上げ潮では堀
川の全面へ流出する様子が確認された．

4) GPSを登載した人工ゴミを流した場合，堀川中流域と松重閘
門水域部を行き来する状況が確認された．

5) 松重閘門水域部は，堀川の浮遊ゴミの長期化に寄与し，堀
川は他の河川に比べて，浮遊ゴミが長期滞在し，ゴミが目立
つ川であることが明らかとなった．

6) 松重閘門水域部の浮遊ゴミの移動は，感潮河川の密度変化
の影響を強く受けた流れによって生じていることが，数値解析
を用いた検討により示された．

7) 得られた知見から有効なゴミ対策が想定された．



（木曽川からの導水あり、前日・当日の降雨なし）

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

調査回数
第１ステージ：32
第2ステージ：42
第3ステージ：15
第4ステージ：2
第5ステージ：8
第6ステージ：3
第7ステージ：5
第8ステージ：8
第9ステージ：5
第10ステージ：9
第11ステージ：9

調査回数
第１ステージ：37
第2ステージ：47
第3ステージ：42
第4ステージ：11
第5ステージ：30
第6ステージ：17
第７ステージ：24
第8ステージ：16
第9ステージ：20
第10ステージ：23
第11ステージ：27

調査回数
第１ステージ：12
第2ステージ：21
第3ステージ：14
第4ステージ：2
第5ステージ：13
第6ステージ：4
第７ステージ：6
第8ステージ：5
第9ステージ：9
第10ステージ：12
第11ステージ：14

調査回数
第１ステージ：46
第2ステージ：107
第3ステージ：82
第4ステージ：28
第5ステージ：37
第6ステージ：16
第７ステージ：25
第8ステージ：25
第9ステージ：22
第10ステージ：43
第11ステージ：43

調査回数
第１ステージ：15
第2ステージ：36
第3ステージ：33
第4ステージ：9
第5ステージ：29
第6ステージ：25
第７ステージ：30
第8ステージ：21
第9ステージ：25
第10ステージ：35
第11ステージ：27

調査回数
第１ステージ：3
第2ステージ：2
第3ステージ：5
第4ステージ：2
第5ステージ：2
第6ステージ：1
第7ステージ：0
第8ステージ：0
第9ステージ：0
第10ステージ：0
第11ステージ：2

データ数が少ない

データ数が少ないデータ数が少ない

浮遊物(人工ごみ)の数の変化

43
■浮遊物（人工ごみ）が多い区間は？
→猿投橋～城北橋間、松重橋～大瀬子橋間が多い。
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＊：調査数が10件以下の地点

第１～１1ステージ 降雨なし 導水あり・なし全て 期間外データ含む

浮遊物（人工ごみ）の縦断的な変化

浮遊物（人工ごみ）が多い区間
→ 松重橋～大瀬子橋間

注）調査１回あたりのごみの数＝浮遊物（人工ゴミ）の数／調査回数
＊浮遊物（人工ゴミ）の数は、調査で確認されたごみの数です。

“多数（=***）”と報告されたものについては、人工ごみの報告値
の最大値相当の10を代入して計算しました。

浮遊物（人工ごみ）が多い区間
→ 城北橋付近

住吉橋～瓶屋橋間

松重ポンプ所付近に
集積する浮遊物

撮影:事務局
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第４ステージ
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第６ステージ

第７ステージ

第８ステージ

第９ステージ

第10ステージ

第11ステージ

プラスチック系 缶系 ビン系 紙系 タバコ系

(調査数145)

(調査数255)

(調査数191)

(調査数54)

(調査数119)

(調査数66)

(調査数90)

(調査数75)

(調査数81)

(調査数122)

(調査数122)

浮遊物（人工ごみ）の種類(構成比率)

注）種別の構成比率(%)＝種別に確認した人工ゴミの数／人工ゴミの総数×１００
木の葉、枝、草、藻は含めていない

＊人工ごみの数は、調査で確認されたごみの数です。
なお、“多数（=***）”と報告されたものについては、同種のごみの報告値の最大値相当の10を代入して計算しました。

■浮遊物（人工ごみ）で多かったのは何？
→「プラスチック系」が多い。その割合は約５割～８割である。

■人工ごみとは？
プラスチック系(レジ袋、ビニール袋、カップめん容器、発ぽうスチロールトレイ、ペットボトル、ごみ入りレジ
袋など)、缶系、ビン系、タバコ系(包装、吸殻)

プラスチック系が多い

第１～６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第７～11ステージ：木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導
水
期
間
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ＭＥＭＯ
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８． 生き物について

47撮影：事務局

第２回 堀川生物調査結果 堀川生物多様性会議
実施日：平成２４年５月２０日(日）

Ａエリア：稚児宮人道橋

Ｂエリア：猿投橋下流

Ｃエリア：中土戸橋

第３回 堀川生物調査結果 堀川生物多様性会議
実施日：平成２４年7月22日(日） 堀川上流部で１２種類の生き物を確認

調査隊からも多数参加

汽水・回遊魚の遡上について

■ ハゼの仲間の稚魚の遡上
を確認

（場所） 錦橋
（遡上の初確認日）

平成20年4月22日
平成21年4月22日
平成22年4月25日
平成23年4月13日
平成24年4月18日

■ボラの稚魚（全長３cm程度）
の遡上を確認

（場所） 錦橋
（遡上の初確認日）

平成19年5月 9日
平成20年3月22日
平成21年5月 3日
平成22年5月25日
平成23年4月26日
平成24年4月27日

■堀川の中流域で魚大量死
平成22年、23年、24年

4月下旬から6月

48

中日新聞
平成２４年６月２０日(水）

朝刊

報告：かわせみ調査隊



ヌ－トリア
平成24年6月16日
黒川１号橋付近
その後、新堀橋付近で複

数の方から目撃情報あり。
平成24年6月23日
田幡橋付近

報告：御用水跡街園愛護会調査隊

ナイルティラピィア
平成24年5月20日
中土戸橋上流

報告:事務局

ミドリガ二の仲間（？）
平成24年7月2日
瓶屋橋付近

報告：かわせみ調査隊

外来生物の目撃情報

ガーの仲間
平成24年7月27日錦橋

報告：かわせみ調査隊

空心菜による堀川浄化実験 平成２４年６月２２日～

今年も恵那農業高等学校と名古屋堀川ライオンズクラブが実験
場所：納屋橋の桟橋付近

平成２４年７月５日 河川計画課堀川調査隊
八熊小学校の５年生のみなさんが、納屋橋の
空心菜の観察に来ました。

第1週目

第3週目

第5週目

第7週目

第9週目第11週目

ブラックバス
平成24年7月22日
中土戸橋上流

報告：事務局
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第1～11ステージ
調査数107

夫婦橋

53%

20%

7%

20%

0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～11ステージ
調査数45

風の向き

上流向きの風

下流向きの風

横
か

ら
の

風

■風の向きは？
第１ステージから第１１ステー

ジまでの全部のデータを使って、
整理をしてみました。
横から吹く風よりも、堀川に

沿って吹く風の割合の方が多い
ようです。
錦橋では約８割が堀川に沿っ

て風が吹いているようです。

堀川に沿って吹く風が多い
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９． 風について



④ 潮の先端部 潮が遡上・降下する様子を見ることができるかもしれません。

10. 第１回 堀川一斉調査のまとめ 大潮時の堀川の様子

③ 生き物の様子

② 川底の様子

① 水の色・におい
・あわの変化

ヘドロが巻き上がる様子を見ることができるかもしれません。

調査の時間帯によって、水の色・におい・あわの状況が変化する
かもしれません。

水面・水際を観察してみてください。水中の酸素が不足すると、
魚やカニやエビの仲間は、水面に近いところに避難します。

■主な着目点

撮影：鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
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平成24年5月の潮位（名古屋港）

小潮

大潮_金環日食

小潮 大潮

潮位差
104cm

潮位差
207cm

第１回 堀川一斉調査 20日～21日

・大潮（金環日食）の日
の名古屋港の潮位差
は２ｍ以上でした。

・大潮時の潮位差は小
潮時の約２倍でした。

52
資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分



透視度は朝の調査で６０～７０ｃｍあったが、１１時の調査では１０ｃｍ
に悪化した。ＣＯＤは朝の調査で１６mg/Lであったが、１１時の調査では
４０mg/Lに悪化した。潮が引くにつれて水質が悪化した。

また、潮がひいて水位が下がると、川底からメタンガスの細かい泡が目
立つようになった。

北清水橋

中土戸橋

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊

堀川一斉調査の様子

錦橋
かわせみ調査隊

１３時頃：ヘドロの巻き上げ
を確認した。

１５時頃：水の色が緑褐色
になった。

１８時頃：潮の先端部分が
移動する様子が見
られた。

河川計画課調査隊

13時頃：紀左ヱ門橋付近で水面が波立っているところと
波立っていないところが見られた。これが潮目な
のか単なる偶然なのかは不明。

16時すぎから16時半頃：納屋橋でごみの遡上を確認。
油膜のようなものとともにごみが上がってきた。
その直前か同時くらいに、天王崎橋から納屋橋
の間で小魚がたくさん跳ねる様子を確認した。

猿投橋～紀左ヱ門橋間を縦断的に調査
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北清水橋～大瀬子橋間を縦断的に調査

送っていただいた
コメントと写真をご紹介します。

潮位に連動して堀川の流れの向き
が変化しました

地点名 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

夫婦橋 ↓
猿投橋 ↓
志賀橋 ↓ ↓
北清水橋 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
城北橋 ↓ ↓ ↑
中土戸橋 ↓ ↓
筋違橋 ↓ ↑
巾下橋 ↓
錦橋 ↓ ↑ ↑ ↑
納屋橋 ↓ ↑ ↑ ↑
天王崎橋 ↓
松重橋 ↑
尾頭橋 ↓ ↓
住吉橋 ↓ ↑ ↑
熱田記念橋 ↑ ↑
大瀬子橋 ↓ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑
紀左ヱ門橋 － ↑
注）矢印は観測時の流れの向きを示す。
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下げ潮 上げ潮

下流向きの流れ 上流向きの流れ

堀川の流れ
の向き

名古屋港
の潮位

・名古屋港の潮位に連動
して、堀川の流れの向き
が変わりました。

・上流向きの流れは、城北
橋でも確認されました。

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分

城北橋で
上流向き
の流れを確
認
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下げ潮
上げ潮

資料:気象庁

① 水の流れの向きの変化



地点名 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

夫婦橋 2↓

猿投橋 1↓

志賀橋 4↓ 2↓

北清水橋 5↓ 2↓ 4↓ 4↓ 4↓ 2↓

城北橋 5↓ 4↓ 2↑

中土戸橋 4↓ 4↓

筋違橋 3↓ 4↑

巾下橋 2↓

錦橋 3↓ 5↑ 3↑ 5↑

納屋橋 4↓ 2↑ 3↑ 4↑

天王崎橋 3↓

松重橋 3↑

尾頭橋 5↓ 5↓

住吉橋 4↓ 2↑ 4↑

熱田記念橋 3↑ 3↑

大瀬子橋 5↓ 4↓ 2↑ 4↑ 3↑ 4↑

紀左ヱ門橋 5- 4↑

注）数値の右側の矢印は、観測時の流れの向きを示す。

1：きれい 2：ややきれい 3：どちらともいえない 4：ややきたない 5：きたない
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② 水の汚れの印象の変化
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・下げ潮から干潮の
時間帯は、“ややき
たない～きたない”
の地点が多くなりま
した。特に干潮に
近い時間帯の水の
汚れの印象が悪く
なりました。

・上げ潮に転じると
一時的に改善した
地点もありましたが、
その後は下流の地
点から“ややきたな
い～きたない”の地
点が増えました。

・干潮に近い時間帯に水の汚れの印象が悪い
・上げ潮に転じると下流の地点から水の汚れの

印象が悪くなった

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊のコメント
■巾下橋12時・・・両岸はヘドロで汚れている
が、川底の岩石はきれい。

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊のコメント
■大瀬子橋・・・全体の印象として、透明度と色が悪い

悪化

資料:気象庁

下げ潮から干潮の時間帯は
“ややきたない～きたない”の
地点が多い 5月21日

干潮：12時10分
満潮：19時39分

③ 水の色の変化
調査の時間帯によって水の色が
変化しました

名古屋港
の潮位

・中流域では灰緑色が多く観察され
ました。これは川底のヘドロが巻き
上がった影響と考えられます。

・中・下流域では上げ潮時間帯に
緑褐色になりました。これは赤潮
（植物プランクトンが多い状態）の
影響と考えられます。

地点名 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

夫婦橋 1↓

猿投橋 1↓

志賀橋 5↓ 1↓

北清水橋 9↓ 9↓ 9↓ 9↓ 9↓ 9↓

城北橋 8↓ 8↓ 8↑

中土戸橋 10↓ 10↓

筋違橋 8↓ 10↑

巾下橋 8↓

錦橋 7↓ 10↑ 15↑ 10↑

納屋橋 9↓ 8↑ 10↑ 9↑

天王崎橋 8↓

松重橋 7↑

尾頭橋 7↓ 9↓

住吉橋 9↓ 8↑ 7↑

熱田記念橋 15↑ 10↑

大瀬子橋 9↓ 13↓ 9↑ 13↑ 15↑ 10↑

紀左ヱ門橋 15- 15↑

注）数値の右側の矢印は、観測時の流れの向きを示す。
緑褐色
赤潮の影響と
考えられる

灰緑色
ヘドロの巻き上げの影響
と考えられる
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この時期、名古屋港でも赤潮
が発生していました。

資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分



錦橋の色の変化

5月21日 9時 5月21日 13時

5月21日 15時5月21日 17時

名古屋港
の潮位

（参考） 6月1日 納屋橋
赤潮が水面に湧き上がる様子

撮影:かわせみ調査隊
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写真ではわかりづらいですが、
15時に緑褐色になりました。

錦橋～納屋橋間でヘドロが
巻き上がっていました。

資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分

地点名 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

夫婦橋 2↓

猿投橋 1↓

志賀橋 2↓ 1↓

北清水橋 1↓ 1↓ 1↓ 1↓

城北橋 2↓ 1↓ 1↑

中土戸橋 2↓ 1↓

筋違橋 1↓ 1↑

巾下橋 2↓

錦橋 1↓ 2↑ 1↑ 3↑

納屋橋 2↓ 1↑ 1↑ 1↑

天王崎橋 1↓

松重橋 2↑

尾頭橋 1↓ 1↓

住吉橋 1↓ 1↑

熱田記念橋 1↑ 1↑

大瀬子橋 2↓ 4↓ 2↑ 2↑ 1↑ 2↑

紀左ヱ門橋 1- 1↑

注）数値の右側の矢印は、観測時の流れの向きを示す。

1：におわない 2：ややにおう 3：におう 4：ややひどくにおう 5：ひどくにおう
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④ においの変化

ヘドロの巻き上げや赤潮が
確認された状況でしたが、一
部の調査結果を除けば、に
おいは“におわない～ややに
おう”が多く、においは少ない
という結果でした。

主に“におわない～ややにおう”でした
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鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
■中土戸橋10時・・・水の色は汚く見えたが、
汲んだ水は色も澄んでいたし、臭いも無かった。

資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分



1：どぶ 2：ヘドロ 3：腐卵 4：パルプ 5：磯 6：その他

地点名 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

夫婦橋 1↓

猿投橋 -↓

志賀橋 1↓ -↓

北清水橋 -↓ -↓ -↓ -↓

城北橋 2↓ -↓ -↑

中土戸橋 1↓ 2↓

筋違橋 -↓ -↑

巾下橋 -↓

錦橋 -↓ 2↑ -↑ 2↑

納屋橋 1↓ -↑ -↑ -↑

天王崎橋 -↓

松重橋 2↑

尾頭橋 -↓ 2↓

住吉橋 -↓ -↑ -↑

熱田記念橋 -↑ -↑

大瀬子橋 1↓ -↓ 5↑ -↑ -↑ -↑

紀左ヱ門橋 - -↑

注）数値の右側の矢印は、観測時の流れの向きを示す。
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⑤ においの種類の変化 においの種類は主にヘドロ臭でした
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ヘドロ臭
ヘドロの巻き上げの影響
と考えられる

・においの種類は主に
ヘドロ臭でした。
干潮時間帯に中流域
でヘドロが巻き上がっ
たためと考えられます。

護岸に付着した藻類が水位の低下で露出した
ために発生したにおいだと考えられます

資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分

地点名 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

夫婦橋 1↓

猿投橋 1↓

志賀橋 1↓ 1↓

北清水橋 4↓

城北橋 4↓ 4↓ 1↑

中土戸橋 1↓ 4↓

筋違橋 4↓ 1↑

巾下橋 1↓

錦橋 4↓ 4↑ 1↑ 1↑

納屋橋 4↓ 1↑ 1↑ 1↑

天王崎橋 1↓

松重橋 1↑

尾頭橋 1↓ -

住吉橋 1↓ 1↑ 1↑

熱田記念橋 1↑ 1↑

大瀬子橋 1↓ 4↓ 1↑ 4↑ 1↑ 1↑

紀左ヱ門橋 1- 4↑

注）数値の右側の矢印は、観測時の流れの向きを示す。

1：みられない 2：下流から 3：上流から 4：川底から
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⑥ あわの変化
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・水位低下→水圧の低下
・流速の増加→ヘドロ巻き上げ

・中流域では主に下げ潮で水
位がＴ．Ｐ．０ｍ以下になった
の時間帯に川底からのあわ
が確認されました。また、下
流域では上げ潮で水位がＴ．
Ｐ．０ｍ以下の時間帯に川底
からのあわが確認されました。

・水位低下による水圧の低下、
流速の増加によるヘドロ巻き
上げによって、ヘドロ中で生
成されたメタン等のガスが水
中に解放されやすくなったも
のと考えられます。

ヘドロ中で生成され
たメタン等のガスが
水中に解放されや
すくなった

中流域では下げ潮時、下流域では上げ潮時に
川底からのあわを確認した

中流域

下流域

T.P.0m以下の時間帯
資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分



⑦ 透視度の変化
・干潮時間帯に透視度が低下（悪化）した
・上げ潮に転じると透視度は一時的に回復したが、

その後は低下（悪化）の傾向であった
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・干潮時間帯に透視度が低下（悪化）→ヘドロの巻き上げによる影響であると考えられます。
・上げ潮時間帯にも透視度が低下（悪化）の傾向→赤潮（植物プランクトン等の浮遊物）の遡
上によって、透視度が下がったものと考えられます。

ヘドロの巻き上げの
影響で低下（悪化）
したと考えられる 赤潮の遡上の影響で低下

（悪化）したと考えられる悪化
悪化

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
■北清水橋・・・ヘドロを含んだ水なの
か悪い。干潮になるほど悪くなった。

水問題研究所調査隊
■城北橋12時・・・水深が浅くて引き潮の流
速が速いため、底泥の巻き上げがあるかも。

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
■大瀬子橋・・・潮が満ちるに従い透明度悪化

資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分

⑧ ＣＯＤの変化
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ヘドロの巻き上げで増加
（悪化）したと考えられる

・干潮時間帯にＣＯＤが増加した
・上げ潮に転じるとＣＯＤは一時的に回復した地点
もあったが、その後も増加の傾向であった

中流域では遡上した海水による
希釈の効果で低下（改善）の傾向

悪化

改善

・干潮時間帯にＣＯＤが増加（悪化）しました。ヘドロの巻き上げによる影響であると考えられます。
・中流域では上げ潮時間帯にＣＯＤが低下（改善）の傾向が見られました。遡上した塩水のＣＯＤが堀川の主な水源（淡水）
の値よりも低かったためと考えられます。

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
■大瀬子橋・・・12時以降だんだん水質悪化

資料:気象庁

5月21日
干潮：12時10分
満潮：19時39分



■中・下流部は植物プランクトンが多い状態だったと考えられます
・潮位が高くなると表層の水の色が茶褐色（黒茶）になった。
・観測時間帯の表層（２割水深）の溶存酸素（ＤＯ）は、ほとんどが飽和または過飽和
の状態であった。潮位が高くなるにつれて値が大きくなった。特に下流部の大瀬子
橋の値は、飽和値の約２倍になった。

・表層のｐＨは、潮位が高くなるにつれて値が大きくなった。（＝アルカリ性側に傾い
た）

■青潮の状態は確認されませんでした
・腐卵臭がしなかった。
・観測時間帯の低層（８割水深）の溶存酸素（ＤＯ）は、飽和値の３割以上が残存し
ていた。

河川計画課調査隊

名古屋港
の潮位

観測時間：12時48分～16時00分

観測結果 ＊２割水深：水面から水深の２割の位置、８割水深：水面から水深の８割の位置

ｐＨ
ＣＯＤ

(mg/L)
透視度
(cm)

水温
(℃)

ＤＯ
(mg/L)

ＤＯ
（％）

水温
(℃)

ＤＯ
(mg/L)

ＤＯ
（％）

12:48 大瀬子橋 2.8 7.6 4 50 22.6 9.35 108.1 21.0 4.36 49.1

13:30 住吉橋 3.0 7.6 7 37 22.5 9.07 104.6 21.5 3.82 43.2

14:00 松重橋 2.1 7.6 8 27 22.7 7.84 90.8 22.4 6.81 78.5

14:30 納屋橋 1.8 7.0 12 38 23.1 10.17 118.8 21.7 3.02 34.4

15:00 松重橋 3.7 8.2 10 32 22.2 7.10 81.6 22.2 7.05 81.1

15:30 住吉橋 3.9 8.4 8 37 22.5 15.45 178.3 21.0 4.12 46.2

16:00 大瀬子橋 4.5 8.8 11 18（34） 22.2 17.18 197.7 21.0 5.38 60.4

注） ・調査はすべて橋の下流側で実施
・ＣＯＤ：パックテストで測定した値
・透視度：１６：００の大瀬子橋の（）値は浮遊物沈殿後に測定した値
・ＤＯ（％）：１００％が飽和状態
・納屋橋の調査時はエアレーション及び壁泉が停止状態

調査
時間

表層 ２割水深 ８割水深
水深
(m)

地点
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沈降成分が多かったことを確認

資料:気象庁

溶存酸素（ＤＯ）とは
溶存酸素は、水中に溶けている酸

素のことです。
DOはDissolved Oxygenの略称です。

2割水深

8割水深

表層

川底

水面

表層 ２割水深 ８割水深

　　納屋橋

　　松重橋

　　住吉橋

　　大瀬子橋

・アルカリ性側に傾いた

ＣＯＤが増加（悪化）

・大瀬子橋の透視度が低下（悪化）

・大瀬子橋、住吉橋
のＤＯが増加

・大瀬子橋、住吉橋、
納屋橋のＤＯが
過飽和状態

・底層にＤＯが残存している
・時間による変化は少ない

・飽和値の３割～８割のＤＯが
残存している

植物プランクトンが多い状態
光合成 … 6CO2 + 6H2O + (光) → C6H12O6 + 6O2

二酸化炭素 水 糖類 酸素

光合成によりCO2が消費されて、pHが高く
なったものと考えられます。

光合成によりDOが増加したものと考
えられます。

植物プランクトン（浮遊物）の増加により
透視度が低下したものと考えられます。
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・地点及び時間による変化は少ない
・２割水深と８割水深の水温に大き
な差はない

・地点及び時間による変化は少ない
・２割水深と８割水深の水温に大き
な差はない
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光合成が行われると水がアルカリ性になるのはなぜでしょうか？

水中の二酸化炭素(CO2)は、以下の状態で平衡が成り立っています。
CO2 + H2O ⇔ HCO3

- + H+

光合成が行われると炭酸水素イオン（HCO3
-）の二酸化炭素(CO2)が使われるため、水酸イオン（ OH- ）が

残ってアルカリ性になります。
HCO3

-→CO2（吸収）＋OH-

＊ちなみに水に二酸化炭素(CO2)を溶け込ませると
CO2＋H2O→HCO3

-＋H+

水素イオン（H+）が増えるので酸性になります。

水中の溶存酸素（ＤＯ）が過飽和の状態とはどのようなことを言うのでしょうか？

水中の溶存酸素（ＤＯ）が飽和の状態とは、酸素が水に溶けこむことが可能な濃度の限界に達している事を言
います。（以下、飽和値）
水に溶け込む酸素の飽和値は、気圧や水温や溶存塩類濃度などによって変化します。たとえば、蒸留水、一

気圧下での各温度の飽和溶存酸素は以下の図に示すとおりです。
大量の植物プランクトンが存在する水域では、光合成によって大量に酸素が放出されるため、水中の溶存酸

素を測定すると飽和値以上の値が測定されることがあります。この状態を過飽和の状態と言います。

気象の状況

中日新聞 平成２４年６月１５日(金） 朝刊より

木曽川用水 一部節水へ 岩屋ダム貯水率５２％
名古屋の雨 平年の４分の１に
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⑨ 潮の先端部の様子

潮の先端部が移動する様子が見られました

錦橋 5月21日 18時20分～30分頃

撮影:かわせみ調査隊

名古屋港
の潮位

河川計画課調査隊
16時すぎから16時半頃に納屋橋で
ごみの遡上を確認
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大潮の強い遡上の力で塩水が押し上げら
れて、先端部分が潮目になってあらわれた
ものと考えられます。

資料:気象庁

塩水

堀川・錦橋地点 ～潮の先端部分～
平成21年7月22日 18時45分～18時55分

前回の部分日食の日の様子

塩水部分は灰色で腐卵臭がして
生き物たちも苦しそうでした。

=青潮の状態

塩水

今回の金環日食では
なぜ青潮の状態が観察されなかったのか?

撮影:かわせみ調査隊 68



大潮時の塩水の遡上イメージ

名古屋港

淡水

塩水

強混合型 緩混合型 弱混合型

淡水

塩水
塩水

淡水

塩水

淡水

大潮の上げ潮時は、塩水が強い流れになって押
し上げられます。

この時、塩水の塊と淡水の塊が正面衝突して、
せめぎあいをしていると考えられます。この先端部
分が潮目になってあらわれたものと考えられます。

潮目

資料:河川砂防技術基準 調査編
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堀川の大潮時は
塩水と淡水が強混合型に
なっていると考えられます

資料:気象庁

（参考） 小潮時の塩水の遡上イメージ

強混合型 緩混合型 弱混合型

淡水

塩水
塩水

淡水

塩水

淡水

名古屋港 淡水

塩水

小潮の上げ潮時は、塩水が押し上げられる力
が強くありません。このため、塩水と淡水が混ざ
ろうとする力も弱く、比重の重い塩水は淡水の
下に潜りこみます。

資料:河川砂防技術基準 調査編 70

堀川の小潮時は
塩水と淡水が弱混合型に
なっていると考えられます

資料:気象庁



赤潮と青潮の発生メカニズムは？

貧酸素の状態

汚濁水の流入
（有機物、窒素、リン）

有機物の分解に伴い酸素が消費

沈降

メタン生成菌（主に底泥中）
＊酸素がない環境を好む菌

メタン生成菌は二酸化炭素と水素などで
メタンを発生する

４Ｈ２＋ＣＯ２→ＣＨ４（メタン）＋２Ｈ２Ｏ

・耐塩性のメタン生成菌は少ない
・ＳＯ4

2-（硫酸イオン）が少ない水域では
メタン生成菌が優占する

・メタン生成菌のエネルギー源は水素であ
る。水素は他の嫌気性菌による有機物
の分解によって生じたものを用いる

植物性プランクトン（光合成）
動物性プランクトン

増殖
↓

死滅（有機物、窒素、リン）
↓

沈降

赤潮

メタン

硫酸還元菌（主に底泥中）
＊酸素がない環境を好む菌

硫酸還元菌が有機物を分解する時に
硫酸イオンが還元され、硫化水素が発生する

ＳＯ4
2-（硫酸イオン）＋有機物→Ｓ2-＋Ｈ2Ｏ＋ＣＯ2

Ｓ2-＋Ｈ+→ＨＳ-（硫化水素イオン）
ＨＳ-（硫化水素イオン） ＋Ｈ+→Ｈ2Ｓ（硫化水素）

硫化物（Ｈ２Ｓ，ＨＳ－等）
として底泥や水中に蓄積

無臭

堀川

気象条件
(降水量、気温
日照時間など)

ＳＯ4
2-

（硫酸イオン）
が含まれる

海水
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卵が腐ったにおい

大潮時など潮位の変動が大き
い時に硫化物（主にH2S,HS-）を
含む白濁化（硫化物の一部は酸
素と反応して硫黄コロイドを生
成）した水塊が強混合状態で上
流に移動する

青潮硫化水素(H2S)

2Ｈ2Ｓ（硫化水素）+O2→2S（硫黄コロイド）+2H2O
2Ｈ2Ｓ（硫化水素）+CO2+光→CH2O+2S（硫黄コロイド）+2H2O

降雨

①金環日食
平成24年5月21日

②部分日食
平成21年7月22日

赤潮の状態 青潮の状態

最高値 (T.P.cm) 126 ≒ 124 2

最低値 (T.P.cm) -138 ≒ -145 7

最高値 (cm) 263 ≒ 261 2

最低値 (cm) 89 ≒ 92 -3

総降水量 (mm/月) 100 ＜ 262 -162

最大値 (mm/日) 30 ＜ 103 -73

5月15日_長潮時 7月17日_長潮時

動植物プランクトンや菌類の増殖 気温 平均 (℃) 18 ＜ 26 -8

植物プランクトンの増殖 日照時間 平均 (時間) 7 ＞ 4 3

差
①-②

項　目

流動の状態

汚濁水の流入

潮位

潮位差

降水量

・金環日食の時（平成24年5月21日）・・・赤潮が発生
６日前の長潮時（潮の移動が少ない時期）に30ｍｍ/日の雨が降り、水域に汚濁水

が流入した。その後、長時間の日照によって植物プランクトン（赤潮）が増加した。5月
21日の段階では光合成による昼間の溶存酸素の増加もあり、有機汚濁の分解に伴
う酸素消費による貧酸素水域の形成が青潮を発生するほどの状態になっていなかっ
たと考えられる。

・部分日食の時（平成21年7月22日）・・・青潮が発生
５日前の長潮時（潮の移動が少ない時期）に100ｍｍ/日を超える雨が降り、水域に

大量の汚濁水が流入した。流入した大量の有機汚濁の分解により酸素が消費されて
水域が貧酸素状態になり、中・下流域で青潮が発生したと考えられる。 72

今回の金環日食では
なぜ青潮の状態が観察されなかったのか?

前１箇月間の気象条件や潮位の比較

資料:気象庁



金環日食 平成24年5月21日
前１箇月間の気象条件や潮位の変化

潮位 …最高値:T.P.126cm 最低値:T.P.-138cm
潮位差…最高値:263cm 最低値:89cm

降水量…100mm/月 最大値:30mm/日
平均気温…18℃ 平均日照時間…7時間
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金環日食
H24.5.21

金環日食
H24.5.21

資料:気象庁

若潮

大潮

汚濁水
が流入

日照時間が長い

部分日食 平成21年7月22日
前１箇月間の気象条件や潮位の変化

潮位 …最高値:T.P.124cm 最低値:T.P.-145cm
潮位差…最高値:261cm 最低値:92cm

降水量…262mm/月 最大値:103mm/日
平均気温…26℃ 平均日照時間…4時間
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部分日食
H21.7.22

部分日食
H21.7.22

資料:気象庁

若潮

大潮

汚濁水
が流入

日照時間が短い



どのような状況で貧酸素になるのか?

死魚の発生の主な原因は?

・冬が終わり水温があがる４月～６月
・大潮の時 ・雨が降ったあと

75資料:気象庁

調査隊が今までに確認した死魚の発生に関する知見をもとに
堀川で貧酸素になるときの状況を整理

どのような時に発生したのか?
・水中の酸素の欠乏

堀川の死魚の原因の多くは酸欠

春になり水温が上がると、冬の間に川底
にたまったヘドロがアワといっしょに大量
に浮かんでくる状況が報告されています。

①４月下旬～６月に発生・・・平均気温14℃～23℃（前小潮～当日の間）
・冬季に流出した有機物は、水温が低く、その多くが分解されずに川底に堆積する。春になり水温が上昇
すると、好気的な微生物の活性が高まり、堆積した有機物の分解に伴い底層の酸素が消費される。

・コノシロ、ボラ、ハゼなどの汽水・回遊魚が堀川を遡上する時期と重なる。
②降雨の後に発生・・・降水量36mm～134mm（前小潮～当日の間）

・合流式下水道の雨水吐から汚濁水（有機物）が流出して酸素が消費される。
・降雨に伴う出水により、河床に堆積した有機物が撹拌され酸素が消費される。

③主に中潮～大潮時に発生・・・上げ潮時に表層水と底層の貧酸素水が混合して、
全層が貧酸素の状態になる。高潮時も発生する可能性がある。（H24.6.19）

④中・下流域で発生・・・上げ潮によって貧酸素水が中流に移動する。(生き物が逃げ場を失う)

76

堀川における過去の死魚の記録を整理 平成19年～24年
資料:名古屋市、気象庁のＨＰ

春になり
川底からアワとともに
ヘドロが浮上した様子

平均気温 降水量
(℃) (mm) (cm) (尾)

H19.5.28 中潮 11.3 21 46 大瀬子橋～港新橋 DO低下 コノシロ 15～20 1000

H20.6.23 中潮 19.3 23 99 新洲崎橋～旗屋橋 不明 ハゼ 5 250

H22.4.30 大潮 15.6 16 56 納屋橋～旗屋橋 DO低下 コノシロ 20 150 魚体古い

H22.5.21 小潮 7.1 20 36 白鳥橋～港新橋、内田橋～堀川合流点 不明 コノシロ 20 1500

H23.5.2 大潮 28.5 14 104 白鳥橋～きらく橋 DO低下 コノシロ 20～30 1000

H23.5.16 大潮 12.8 19 134 松重橋 DO低下 コノシロ 20～30 50 腐敗

H23.5.16 大潮 12.8 19 134 熱田記念橋～きらく橋 DO低下 コノシロ 20～30 1500 腐敗

H24.6.19 大潮 29.1 21 36 古渡橋～白鳥橋 不明 コノシロ 20～25 200

全長 尾数 備考場所 原因 種類
前小潮～当日の間

年月日 潮回り 月齢
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中流域で死んだ直後の魚は下げ
潮に流されて下流域に移動する。

その後は潮の干満で下流域～中
流域を行き来する。

川幅が変化

水深が変化

ＭＥＭＯ

78
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堀川における過去の死魚の記録 平成19年3月～6月

資料:名古屋市、気象庁

80

堀川における過去の死魚の記録 平成20年3月～6月

資料:名古屋市、気象庁
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堀川における過去の死魚の記録 平成21年3月～6月

資料:名古屋市、気象庁

死魚なし

死魚なし
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堀川における過去の死魚の記録 平成22年3月～6月

資料:名古屋市、気象庁
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堀川における過去の死魚の記録 平成23年3月～6月

資料:名古屋市、気象庁

84

堀川における過去の死魚の記録 平成24年3月～6月

資料:名古屋市、気象庁

台風4号接近



１１．市民意識の向上 学習会など

平成24年2月25日(土)
第10回堀川1000人調査隊会議 報告：事務局

堀川生物多様性対策会議
平成24年1月26日（木）
報告：事務局

第5回堀川まちづくり協議会幹事会 第3回堀川まちづくり協議会
平成24年1月24日（火） 平成24年2月14日（火）
参加：堀川１０００人調査隊、クリーン堀川など市民団体代表者
報告：事務局

読売新聞
平成24年3月4日(日） 朝刊

第４回
乙川サミット
平成24年

3月3日（土）
発表・報告：事務局

85

第３回 堀川生物調査
平成24年7月22日（日）

第２回 堀川生物調査 平成24年5月20日（日）

中日新聞 平成24年5月21日(月） 朝刊

主催：堀川生物多様性対策会議
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

事務局

第４７回北区地域環境審議会
堀川の生物多様性対策会議
の活動について発表
平成24年3月8日（木）
堀川１０００人調査隊２０１０
実行委員会 梅本隆弘会長
報告：事務局

市民意識の向上 学習会など

86

堀川応援隊
名古屋工業大学大学院教授
秀島栄三先生が講演
平成24年7月22日(日)
「かわづくり×まちづくり：
名古屋・堀川を中心に」

中川運河再生シンポジウ2012
平成24年8月4日(土)
発表：堀川1000人調査隊

2010事務局
報告：事務局

御用水跡街園の散策 はぐろ・コミュニティ
平成24年3月24日(土)
報告：御用水跡街園愛護会調査隊猿投橋から黒川樋門までを散策

平成24年4月5日(木)
転勤者妻の会 ひまわり
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

レポート
堀川をいかしたまちづくりを考える
ワークショップ
平成24年3月23日（金）
報告： 事務局

黒川樋門でスケッチ
平成24年4月25日（水）
名古屋高年大学美術部
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

「どう向き合う？外来生物」シンポジウム
平成24年3月10日(土)
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

名古屋城の将来を語る市民大討論会
平成24年2月19日（日）
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

伊勢湾流域圏
再生フォーラム
平成24年3月3日（土）
参加：堀川1000人

調査隊2010
報告：事務局



市民意識の向上 学習会など

87

八熊小学校４年生 堀川総合学習会
平成24年1月27日(金)

飯田小学校３年生 堀川観察会
平成24年5月31日(木)

辻小学校２年生 堀川体験学習
平成24年6月4日（月）

名北小学校３年生 清掃活動
平成24年6月4日(月)

大杉小学校２年生 堀川体験学習
平成24年6月14日(木)

名北小学校３年生 堀川学習会
平成24年6月15日(金)

清水小学校２年生 堀川体験学習
平成24年6月12日(火)

正木小学校５年生 堀川水質調査
平成24年2月17日(金)

主催・協力・報告
黒川ドリーム会、御用水跡街園愛護会調査隊
河川計画課調査隊、事務局

市民意識の向上 学習会など

88

名北小学校３年生 堀川観察会
平成24年6月28日（木）

支援センターなないろ 堀川探検隊
平成24年6月28日（木）

笹島小学校５年生 堀川観察会
平成24年6月25日（月）

八熊小学校３年生 堀川観察会
平成24年6月29日（金）

笹島小学校の親子・近所の親子 川遊び
平成24年7月28日(土)

清水小学校の親子 川遊び
平成24年7月30日(月)

夏休み親子堀川観察会
平成24年8月17日(金)

八熊小学校５年生 納屋橋空心菜の観察
平成24年7月5日(木)

主催・協力・報告
黒川ドリーム会、御用水跡街園愛護会調査隊
河川計画課調査隊、事務局
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中日新聞
平成24年1月19日（日）
朝刊

木曽川流域図制作
水源の里を守ろう

木曽川流域みん・みんの会
報告：事務局

第３回 メーク・ア・チェンジ・デー 優秀賞受賞
平成24年2月4日(土)
鯱城・堀川と生活を考える会 報告：事務局

堀川ギャラリーで研究成果発表
平成24年1月31日（火）～2月19日（日）
名古屋市高年大学環境学科２５期調査隊
「堀川を清流に ９年間を観る 写真とデータ」
報告：事務局

活動報告 平成24年6月29日付
「上流は下流を思い、下流は上流に感謝する」
水源の里を守ろう 木曽川流域みん・みんの会

金環日食 堀川一斉調査
平成24年6月6日（水）
調査日：5月21日（月）
鯱城・堀川と生活

を考える会２２期調査隊
北清水橋付近での

調査レポート

平成23年度
活動報告書
平成24年6月13日（水）
鯱城・堀川と生活

を考える会調査隊

89
堀川浄化作戦 黒川樋門にてEM菌を800Ｌ投入
編成24年3月14日（水）
堀川ＥＭクラブ 報告：御用水跡街園愛護会調査隊

第３回 伊勢湾・三河湾・堀川をきれいにしよう！
全国一斉EM団子・EM活性液投入イベント
平成24年7月16日（月・祝）
参加：堀川１０００人調査隊 他約220名
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

市民意識の向上 自由研究・応援隊などの活動
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活動レポート（平成２３年９月～平成２４年２月） 明電舎錦調査隊

堀川上流部散策 報告書
平成24年7月23日（月）
ＷＢＰ堀川応援隊

中日新聞
平成24年3月16日金） 朝刊

中日新聞
平成24年4月22日（木）

朝刊
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空心菜を使った堀川の浄化実験
平成24年6月22日（金）開始
主催：恵那農業高等学校＋名古屋堀川ライオンズクラブ 報告：事務局

堀川ギャラリー
「蝶番式ゲート水門」を使っての
堀川浄化・展示会開催
平成6月5日（火）～24日（日）
鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
25期 近藤佑輔氏

中日新聞
平成24年7月12日（木） 朝刊

第５４回 なごや水フェスタ
（鍋屋上野浄水場開放デー）

平成24年6月3日（日）
堀川１０００人調査隊が堀川浄化をアピール
参加：名古屋市高年大学

環境学科２６期調査隊
名古屋グランパス調査隊
名古屋堀川ライオンズクラブ調査隊

市民の堀川に対する
意識調査の結果
名古屋高年大学

環境学科26期
毎日新聞
平成24年6月19日(火） 朝刊

市民意識の向上 自由研究・応援隊などの活動

環境大臣から
地域環境美化功績者を受賞 黒川ドリーム会
平成24年1月24日（火）
報告：事務局

横断幕 新調
平成24年3月14日（水）
協力：黒川ドリーム会、鐵牛応援隊、

クロス技研応援隊

矢野きよ実氏・河村市長 堀川応援隊入隊 平成24年2月4日（土）
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

写真家 浅井慎平氏堀川応援隊入隊 平成24年5月10日（木）
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

堀川ギャラリー「ホリゴンのひみつ」展
主催：小林喜春（こばやし・よしはる）氏

なごや北ホームニュース
平成24年3月24日(土）

清掃活動 春の堀川一斉大そうじ
平成24年4月21日（土）
主催：クリーン堀川
報告：御用水跡街園愛護会調査隊、事務局

清掃活動
生活支援センターなないろ・ロマン黒川
平成24年2月17日（金）・4月17日（火）
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

定点観測・清掃活動
中日本建設コンサルタント(株)
かわせみ調査隊、かもめ応援隊
平成24年6月20日（水）

92
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清掃活動
春の環境デーなごや
平成24年6月2日（土）
北清水親水広場付近
主催：黒川ドリーム会 約２２０名

清掃活動
平成24年6月9日（土）
ぎふしんムーミン清水支部堀川応援隊

読売新聞
平成24年6月16日(土） 朝刊
清掃活動
鯱城・堀川と生活を考える会
イーツーワン（環境２１期会）

堀川体験乗船
協力：名古屋堀川ライオンズクラブ
主催：名古屋市環境局

春の環境デーなごや2012
平成24年6月2日（土）

清掃活動 鯱城・堀川清掃大作戦
平成24年7月14日（金）
実施：名古屋市高年大学鯱城学園
鯱城学園OB鯱城会
鯱城学園学生会 約770名
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

中日新聞
平成24年7月15日(土）

活動レポート
環境ボランティアサークル
「亀の子隊」

なごや北ホームニュース
平成24年6月23日(土）

市民意識の向上 イベントなど
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第５回 木曽三川がつなぐ山とまちインターネットフォーラム
企画・実施：ＮＰＯ法人たからのやま久瀬

堀川１０００人調査隊２０１０実行委員会
平成24年3月25日（日）

報告：事務局

岐阜新聞 平成24年3月26日（月） 中日新聞 (岐阜総合版） 平成24年3月26日（月） 朝刊

黒川友禅流し 平成24年4月7日（土）
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

事務局
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市民参加によるハンギングバスケット作り
平成24年4月20日（金）

中日新聞
平成24年4月27日（金） 朝刊
名古屋市立栄小学校児童

中日新聞 平成24年5月12日(土） 朝刊

堀川フラワーフェスティバル2012
開催：平成２４年５月１１日（金）～２６日（土）

オープニングイベント
堀川の水面上で 「ゴンドラ・ウェディング」
平成24年5月11日（金）

中日新聞 平成24年5月13日（日） 朝刊

中日新聞
平成24年6月3日（日） 朝刊

報告：御用水跡街園愛護会調査隊 中日新聞 平成24年7月28日（土） 朝刊

堀川を舞台に新作狂言
名古屋堀川ライオンズクラブ調査隊

ＭＥＭＯ第８回堀川エコロボットコンテスト
平成24年8月26日（日）
主催：名古屋工業大学・名古屋堀川ライオンズクラブ
２４台のロボットが出場 参加者約２００名

市民意識の向上 イベントなど
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